
伊
奈
病
院
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日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

認
定
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院
で
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新
年
の
ご
あ
い
さ
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松
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重
之 

 
 

２
０
２
０
年
よ
り
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、
日
常
生
活
や
仕
事
で
多
く
の
制
限
を
受
け
る
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
の
制
限
も
少
し
ず
つ
解
除
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
の
疾
患
に
対
し
て
対
応
し
て
い
く
べ
く
、
病
院
の
機
能
を
維
持
し
、
職
員
全
員

が
日
々
研
鑽
を
続
け
て
参
り
ま
す
。 

２
０
２
２
年
１
０
月
に
は
医
療
機
関
の
機
能
を
学
術
的
観
点
よ
り
中
立
的
な
立
場
で
評
価
し
、
そ
の
結
果
明
ら
か
と
な
っ
た
問
題
点
の
改
善
策
を

支
援
す
る
第
三
者
機
関
で
あ
る
病
院
機
能
評
価
機
構
が
実
施
し
て
い
る
病
院
機
能
評
価
の
認
定
更
新
も
無
事
完
了
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
安
全
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
常
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て 

 
 

お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
一
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

    

看
護
部
長 

須
﨑 

香
織 

 

２
０
２
３
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
や
は
り
病
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す
る
様
々
な
事
柄
に
振
り
回
さ
れ
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
ゆ
っ
く
り

と
感
じ
る
間
も
な
く
１
年
が
過
ぎ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
皆
さ
ま
に
一
つ
報
告
が
ご
ざ
い
ま
す
。
３
年
半
に
わ
た
り
伊
奈
の
地
で
医
療
看
護
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
斉
藤
看
護
部
長
が 

 
 

昨
年
３
月
２
１
日
付
け
で
笠
幡
病
院
に
転
勤
と
な
り
、
私
が
伊
奈
病
院
の
看
護
部
長
職
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
間
も
な
く
１
年
を
経
過

し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
温
か
い
職
員
や
地
域
の
方
々
に
恵
ま
れ
日
々
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

至
ら
な
い
点
も
多
く
ご
ざ
い
ま
す
が
、
患
者
さ
ま
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
質
の
高
い
医
療
・
看
護
の
実
践
に
向
け
て
職
員
一
同
、
よ
り
一
層
の 

 
 

努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。
本
年
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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事
務
長 

 

山
根 

達
弥 

 
 

 
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

令
和
５
年
の
お
正
月
、
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
３
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
、
ご
自
身
や
ご
家
族
が
患
わ
れ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

当
院
は
、
昭
和
５
０
年
の
開
院
以
来
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
今
年
で
４
８
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
現
住
所

に
て
長
年
診
療
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
更
な
る
医
療
の
質
を
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
新
病
院
を
建
設
、
移
転
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
の
８
月
に
開
院
予
定
で
あ
り
、
現
病
院
よ
り
約

1
.2

㎞
離
れ
、
埼
玉
新
都
市
交
通
「
志
久
駅
」
に
近
く
な
り
ま
す
。
建
物
面
積
は 

約
６
０
０
０
㎡
か
ら
１
１
０
０
０
㎡
と
大
幅
に
拡
大
さ
れ
、
新
た
に
地
域
包
括
病
床
３
０
床
の
増
床
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
外
来
お
よ
び 

病
棟
部
門
の
拡
張
に
よ
り
さ
ら
に
質
の
高
い
医
療
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。 

そ
の
他
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
予
防
医
療
」
の
強
化
も
図
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
検
査
が
健
診
ル
ー
ム
内
で
完
結
で
き
る
仕
様
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
に
今
以
上
に
利
用
し
易
い
病
院
を
目
指
し
て
職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
の
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
佳
き
年
と
な
り
コ
ロ
ナ
禍
の
一
刻
も
早
い
終
息
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
か
ら
の
年
頭
の 

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
年
も
伊
奈
病
院
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 



 新入職員のご紹介 

     
 

 

 

整形外科医師 小川 貴久 

 

2022年12月より整形外科を担当させていただきます小川 貴久(オガワ タカヒサ)と申します。 

 出身は、埼玉県さいたま市日進町で、地元埼玉県で、地域の医療に貢献させていただければ、大変

うれしく思います。 

大学卒業後は、長野県の佐久市にある佐久総合病院で初期研修を行い、総合医療に興味を持ちまし

た。その後、訪問診療を重ねる中で、寝たきりや介護に関わる課題意識を持ち、整形外科を専門とす

ることにしました。 

 東京医科歯科大学へ入局し、地域のクリニックから三次救急病院まで、茨城県から長野県、東京都、

大分県まで日本各地の医療機関で幅広く研修させていただきました。 

 運動器疾患の予防や、健康増進に興味を持つ中で、石橋英明先生に出会い、伊奈病院での勤務に至

ります。様々至らぬ点も多いかと思いますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本は健康寿命が世界一の長寿社会になっています。そして、政府では人生 100 年時代を見据えた

施策構想の議論もなされているところです。しかし、人間は誰しも命にかかわる大きな病気やケガを

する可能性があります。自らが望む人生の最終段階における医療やケアについて前もって考え、医療・

ケアチーム等と繰り返し話し合い、共有する取り組みのことを「ACP(アドバンス・ケア・プランニン

グ)」と呼びます。 

ACP の普及啓発や認知度の向上を図るために、平成 30 年 11 月 30 日(いい看取り・看取られ)に

ACP の愛称が『人生会議』に決定したと公表され、人生の最終段階における医療・ケアについて考え

る日となりました。 

当院には、緩和ケア認定看護師が 2名在籍しています。皆さまの人生の意思決定に関するヒントを

お伝えしたり、お気持ちのつらさに少しでも寄り添えるよう活動しています。厚生労働省のリーフレ

ットも外来待合室や各病棟に配置していますので、是非手に取って参考にしてみてください。 

 あなたが大切にしていること 

 あなたが信頼できる人 

 信頼できる人たちとの話し合い 

 話し合った内容の共有  

『人生会議』してみませんか？ 

 

緩和ケア認定看護師 佐久間紀香（治療処置外来） 

金井 紀子（2A 病棟） 

 

『人生会議』をご存知ですか？ 

 



 

 
  

 

 

 

 

内科副科長 木下 宏文  

 

冬になると、風呂場やトイレなどで倒れて救急搬送となる件数が多くなります。 

入浴中に起こる事故は、全体の半分が 12 月から 2 月の間に発生しているそうです。 

どうしてこのような事が起こるのでしょうか。 

その最大の原因は「ヒートショック」と考えられています。 

「ヒートショック」とは急激な温度変化で血圧が変動し、それをきっかけにして 

血管のトラブルが起こる事です。脳梗塞や脳出血などの脳血管疾患、心筋梗塞といった 

重大な病気を発症する引き金になる、とても怖い現象なのです。 

 

 

  風呂場で寒さに耐えながら体を洗い、熱い湯船へドボン 

すると、 

 一気に体が温まる → 血管が広がる → 急激に血圧が低下 

このような反応が起こり、脳梗塞を起こすきっかけになります。 

風呂から上がると、今度は脱衣所が寒い。 

すると、 

体温が奪われないように体が反応 → 血管が収縮 → 血圧が急上昇 

これが脳出血のきっかけになるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           
 

ヒートショックについて 

ヒートショックの予防は、家の中で寒い場所を 

作らない事です。 

風呂場、脱衣所、トイレなどでは暖房を使用するなどし

て、温度調節をしましょう。また、熱い風呂と長湯も危険で

すので気をつけましょう。 

 



今回の『Radiation Journal』では、『 MRI検査の騒音 』 についてお話させて頂きます。 

 

MRI 検査中には、非常に大きな音が鳴ります。 

この音の正体は、MRI 装置の中で画像を作るために必要な位置情報を得るための 

『傾斜磁場コイル』に電流が流れる事で発生するコイルの振動によるものです。 

では、コイルの振動がなぜ発生するかというと、コイルに電流が流れると『フレミングの左手

の法則』で知られる『電磁力』が発生します。（学生時代に習ったあの法則です！） 

 

 

 

 

この法則では、電流と磁界（磁場）の条件がそろった場合に電磁力が働きます。傾斜磁場コイルと 

それを巻き付けている保持具に大きな電磁力が加わり、装置内のコイルが歪み、電流の ONOFF

を繰り返すことによって振動します。そのため、撮像の方法によって、 

 

 

といった様々な音が発生するのです。また、装置本体内部は、音を増幅する作用があるため、装置 

全体が大きなスピーカーの状態となり、その結果、騒音レベルとなります。 

では、どのくらいの騒音なのかと言うと、MRI 検査の騒音はおよそ『 90 dB 』前後です。 

下の表に一般的に皆様が騒音と認識する一例を示しました。この表からも、MRI で発生する音は、 

『 極めてうるさい 』と表現できる騒音であることがわかるかと思います。 

 

 

 

 

 

 当院では、MRI 検査を受ける場合には、『騒音対策用ヘッドホン』や『耳栓』を必ず使用 

して頂き、騒音対策を行っています。 

今回お話しした、『騒音対策』に関わらず、その他検査にあたって不安な点がございましたら、 

放射線技術科または、検査当日に担当技師にお気軽にお声がけください。 
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種類 音の大きさ 

自動車のクラクション 110 dB 

電車が通るガード下 100 dB 

地下鉄の車内 80 dB 

 

～放射線の窓～ 

放射線技術科 土岐 義一 

 

【フレミングの左手の法則】 

力 

磁界 

電流 

『ガン！ガン！ガン！』   『ブー！ブー！ブー！』 

 

【騒音レベル】 


